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考え、対話し、実行する。
LFJTの生徒父兄全体を代表するAPEにぜひご投票ください。

互いに尊重し合い、家族同士が団結力を持つことの重要性を共有しましょう。

APEの公約：　「考え、対話し、実行する。」（各分野の専門家と協議しつつ）教育という使命と、より良い学校運営を強化するため、また教育の質を保証し、授業料の負担軽減のために、このスローガンを掲げて約束します。
そして初等部と中・高等部の就学における優先事項である問題についてのこれまで私達が起こしてきた行動を、今後も長く追及し続けていきます。
１－授業計画と語学教育について

―　中等部における情報科学（コンピュータ）の授業の再開

―　フランス語と数学の個別補習授業の継続

―　初等部におけるFLSCO（フランス語を日常語としない生徒のためのフランス語授業）の教員ポストの維持
―　日本語及び英語教育における質向上の教育計画の支援（レベル別クラス、日仏バイリンガルクラス、英語OIBの補習授業の設置）
―　APEの課外クラブ活動における語学アトリエの創設
２－学校生活　：　生徒との関係、家族との関係

―　中・高等部における日本の文房具リストの作成、2009年度新学期から実施を実現
―　校内規則の改定に対する積極的な貢献（AEFE=海外教育省組織網への帰属と日本の価値基準）、生徒の生活向上（例：新入生の受入れ集会、新学期のためのドキュメント作成、新学期のピクニック等）のために、APEからCESCに提出した10項目の提案の入念な練り上げ
―　CE1からCM２の生徒のために2005年に設置されたCAP＋（ボランティアの父兄チーム）による個別補習授業の支援
３－安全と医療責務について

―　交通機関と通学路に関する「安全についての覚書」の作成、富士見校の設備及び備品の劣化と今夏行われた修復工事についての追跡調査
―　特に幼稚園において園児数に対応した監視態勢への支援

―　感染症蔓延の際などの富士見・柳北両校における医療責務の妥当性の追跡調査。医師による医療情報提供の要求
４－進路指導
―　「LFJT生徒の交流場」(Salon de l’Etudiant du LFJT)を設立した父兄の率先した行動に対する支援、「職業の出会いの場」（Carrefour des metiers）への参加
―　APE主催のワークショップの開設　：　「進路の行程」（Parcours-orientation）
―　在学中からバカロレア後までの進路指導の強化、特に卒業生の進路追跡調査の強化を要求

―　バカロレアのオプション（図工・演劇・情報科学）に関する調査グループの設置
５－校舎移転計画

―　経営及び建設分野の専門家にコストコントロールを依頼
―　当計画による授業料への影響を算定する調査グループの設置

―　交通機関（スクールバス、及び公共手段）によるアクセシビリティの調査
―　計画の進展状況に関する定期的な情報提供、フランス大使館当局による父兄への情報提供及び総会開催の要求

６－教育計画：　2009年度の学内新計画
―　目的：　勉強を成功へ導くための手段をすべての生徒に与えるという唯一無二の目的のため、l’excellenceの概念を定義すること

子供達のより良き学校生活と、生徒と父兄の利益を守ろうと立ち上がった
意欲的な父兄を支援するために、ぜひ投票をお願いします。
考え、対話し、実行する。

LFJTの父兄である皆様方のための組織・APEに、どうか一票をお願いします。
